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主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
が
学
習
指
導
を
改
善

学
習
指
導
要
領
が
目
指
す

資
質
・
能
力
は
育
成
さ
れ
て

い
る
の
か
。
子
供
た
ち
の
学

び
に
向
か
う
力
は
ど
う
変
わ

り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
学
校
裁
量
は
ど

う
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
実

施
状
況
調
査
」
は
現
在
の
学

習
指
導
要
領
の
浸
透
程
度
や

改
善
点
等
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
２
０
２
３
年
２
〜
３
月

に
公
立
小
学
校
１
１
７
０
校

（
無
作
為
抽
出
）
を
対
象
に

行
っ
た
も
の
。
中
学
校
に
つ

い
て
は
１
３
６
３
校
を
対
象

に
本
調
査
を
実
施
済
み
（
２

０
２
３
年
１１
月
〜
２４
年
３

月
）
。
高
等
学
校
に
つ
い
て

は
２
０
２
４
年
度
に
実
施
予

定
。本

調
査
に
よ
る
と
主
体
的

・
対
話
的
で
深
い
学
び
や
、

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
な

ど
の
学
習
指
導
要
領
が
提
唱

す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
、

現
場
の
教
育
課
程
や
学
習
指

導
の
改
善
等
に
良
い
効
果
を

与
え
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
の
実
現
を

妨
げ
る
要
素
と
し
て
は
、
教

員
の
多
忙
化
や
各
種
支
援
員

等
の
人
員
確
保
、
研
修
時
間

の
確
保
な
ど
。

教
育
課
程
編
成
に
お
い
て

学
校
裁
量
を
広
げ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
多
く
の
学
校
が
賛

成
し
て
お
り
、
年
間
授
業
時

数
を
確
保
し
た
上
で
、
教
科

間
の
授
業
時
数
を
調
整
す
る

取
組
を
行
っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

積
極
的
な
学
級
活
動
は

い
じ
め
の
未
然
防
止
に

英
語
で
は
「
今
後
も
っ
と

英
語
を
聞
い
て
相
手
の
言
い

た
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、

英
語
で
自
分
の
考
え
や
気
持

ち
な
ど
を
伝
え
合
っ
た
り
発

表
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
い
う
英
語
を
学
ぶ
こ

と
へ
の
意
欲
は
ど
の
学
年
も

高
く
、
第
６
学
年
で
さ
ら
に

増
加
し
て
い
る
。
同
様
に

「
英
語
の
授
業
が
わ
か
る
」

に
つ
い
て
も
、
高
学
年
で
肯

定
的
な
回
答
が
増
え
、
第
６

学
年
で
最
も
高
い
割
合
に
な

る
。総

合
的
な
学
習
の
時
間
に

つ
い
て
前
回
調
査
で
課
題
と

さ
れ
て
い
た
「
整
理
・
分

析
」
「
ま
と
め
・
表
現
」
に

つ
い
て
、
今
回
調
査
で
は
肯

定
的
な
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
７０

％
以
上
と
向
上
し
た
。

学
級
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
児
童
は
、
自

己
肯
定
感
や
自
他
理
解
、
協

働
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
態

度
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て

肯
定
的
な
回
答
を
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
主
体

的
な
特
別
活
動
は
い
じ
め
の

未
然
防
止
な
ど
に
役
立
つ
と

感
じ
て
い
る
教
員
は
９６
％
以

上
、
児
童
は
８０
％
以
上
で
あ

っ
た
。

【
小
学
校
学
習
指
導
要
領
実

施
状
況
調
査
】
▼
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
調
査
＝
３
〜
６
学
年

国
語
、
社
会
、
算
数
、
理

科
、
音
楽
、
図
画
工
作
、
家

庭
、
体
育
（
運
動
領
域
、
保

健
領
域
）、外
国
語（
英
語
）▼

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
学
校
）

（
児
童
、
教
師
）＝
２
〜
６
学

年

生
活
、
特
別
の
教
科
道

徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
特
別
活
動
、
外
国
語
活

動
▼
実
技
調
査
＝
６
学
年

図
画
工
作
、
家
庭
、
体
育

（
運
動
領
域
）
、
外
国
語

（
英
語
）

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
た
め
に
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
７
月
１０
日

に
行
わ
れ
た
「
今
後
の
教
育
課
程
、
学
習
指
導
及
び
学
習
評
価
等
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
（
第
１３
回
）
」
で

は
、
次
期
改
訂
の
準
備
と
し
て
行
っ
た
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
実
施
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所

・
大
金
伸
光
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
速
報
版
を
報
告
。
ま
た
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
冨
士
原
紀
絵
委
員
は
２
０

２
３
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
以
下
、
全
国
学
力
調
査
）
で
行
わ
れ
た
保
護
者
調
査
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た

同
学
に
よ
る
学
校
訪
問
調
査
に
よ
り
、
「
格
差
を
克
服
し
て
い
る
学
校
」
の
特
徴
を
分
析
。
両
調
査
結
果
に
よ
る
と
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
浸
透
が
自
己
肯
定
感
や
格
差
の
解
消
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

文
部
科
学
省
は
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生

成
Ａ
Ｉ
利
活
用
に
関
す
る
検
討
会
議
」
（
石
川
正
俊
座

長
・
東
京
理
科
大
学
学
長
）
を
設
置
し
、
昨
年
７
月
に

策
定
し
た
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ

の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
訂

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。
第
１
回
会
議
は
７
月
２５
日

に
、
第
２
回
が
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
。
第
１
回
で

は
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
取
扱
い

に
関
す
る
論
点
を
整
理
。
８
〜
９
月
に
有
識
者
や
生
成

Ａ
Ｉ
に
関
す
る
事
業
者
、
委
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
９
月
以
降
に
改
訂
案
を
検
討
。
秋
〜
冬
頃
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
版
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．２
・
０
）
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
を
当
面
の
予
定
と
し
て
い
る
。
教
員
利
用

と
児
童
生
徒
利
用
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

創
造
性
・
意
欲
低
下

生
成
Ａ
Ｉ
利
用
で
見
ら
れ
な
い

本
会
議
で
は
初
等
中
等
教

育
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
利
活

用
の
実
践
者
、
教
育
工
学

者
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
応
し
た

教
員
研
修
の
実
践
者
や
全
校

で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い

る
自
治
体
の
教
育
長
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
社
会
的
影
響
に
つ
い

て
の
研
究
者
な
ど
が
委
員
と

し
て
討
議
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
に
関
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
を
昨
年
度
後
半
か
ら
指

定
し
て
事
例
を
収
集
し
て
い

る
。
実
証
校
に
お
け
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
に
つ
い
て
の
創
造
性

の
低
下
や
学
習
意
欲
の
低
下

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
度
補
正
予
算

「
次
世
代
の
校
務
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
実
証
事
業
」
の
な
か

で
校
務
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

に
関
す
る
実
証
研
究
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
。
働
き
方
改
革

に
資
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。

４
月
に
示
さ
れ
た
「
教
育

Ｄ
Ｘ
に
係
る
当
面
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
」
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
校

務
で
活
用
す
る
学
校
を
２
０

２
５
年
度
ま
で
に
５０
％
と
す

る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
総
務
省
と
経
済
産
業

省
は
本
年
７
月
、「
Ａ
Ｉ
事
業

社
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
１
・
０

版
」を
公
表
し
た
ば
か
り
だ
。

昨
年
７
月
公
表
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
生
成
Ａ
Ｉ
＝
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
す
な
わ
ち
対
話

系
生
成
Ａ
Ｉ
を
想
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
、
画
像
生
成

Ａ
Ｉ
等
新
た
な
仕
組
み
や
、

各
種
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
も
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
技
術
の
進
展
も
網
羅
し
た

内
容
と
す
る
。
学
校
向
け
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ａ
Ｉ
事

業
社
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も

初
等
中
等
向
け
に
示
す
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
、
技
術
の

進
展
は
速
く
、
当
初
よ
り

「
機
動
的
な
改
訂
」を
目
指
し

て
い
る
も
の
の
、
現
状
機
動

的
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
面
に
つ
い
て
も
検
討
。

諸
外
国
の
方
針
も
参
考
に
す

べ
き
と
い
う
意
見
も
出
た
。

最
先
端
技
術
の
利
用
に
は

哲
学
的
な
視
点
も
必
要

委
員
は
「
こ
の
１
年
で
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
以
外
か
ら
も
様

々
な
事
例
が
生
ま
れ
て
い

る
。
大
き
な
改
訂
が
必
要
。

最
先
端
技
術
を
ど
う
活
用
す

べ
き
か
、
哲
学
的
な
視
点
も

求
め
ら
れ
る
。
２
０
５
０
年

代
を
見
据
え
小
学
校
段
階
か

ら
の
適
切
な
学
習
を
開
始
す

る
こ
と
が
適
当
」
と
指
摘
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
情
報
活
用
能

力
の
一
部
で
は
な
く
問
題
発

見
・
解
決
能
力
の
一
部
と
し

て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
意
見

の
一
方
で
、
情
報
活
用
能
力

を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
で

そ
れ
は
網
羅
で
き
る
、
情
報

活
用
能
力
が
乏
し
い
と
フ
ェ

イ
ク
情
報
を
見
抜
く
こ
と
は

で
き
ず
、
情
報
活
用
能
力
育

成
の
視
点
は
欠
か
せ
な
い
と

い
う
意
見
も
出
た
。

「
生
成
Ａ
Ｉ
の
学
校
利
用

は
反
対
」
と
い
う
保
護
者
も

お
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
を
禁

止
す
る
設
置
者
も
あ
る
。
そ

こ
で
教
員
や
保
護
者
が
理
解

し
や
す
く
納
得
で
き
る
理
念

と
事
例
を
別
途
ま
と
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
含
め
情
報
の
真

偽
を
判
断
し
意
思
決
定
す
る

力
の
育
成
を
想
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
期
待
さ
れ
る
。

「
格
差
を
克
服
し
て
い
る

学
校
」
と
は
、
子
供
の
社
会

経
済
的
地
位
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
＝
本

調
査
で
は
所
得
、
父
親
学

歴
、
母
親
学
歴
）
か
ら
予
測

さ
れ
る
学
力
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
学
校
。
通
塾
の
有

無
や
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
高
低
に
関
係

な
く
、
一
定
の
学
力
を
保
障

し
て
い
る
学
校
だ
。
本
分
析

は
文
科
省
の
委
託
を
受
け
て

行
っ
た
。
訪
問
調
査
対
象
校

は
６
か
年
で
小
学
校
４３
校
、

中
学
校
２９
校
。

分
析
は
「
主
体
的
、
対
話

的
で
深
い
学
び
」
に
関
す
る

項
目
、
「
個
別
最
適
な
学
び

（
個
別
的
な
指
導
）
と
協
働

的
な
学
び
」
に
関
す
る
項

目
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
項
目
に

注
目
し
た
。

○
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
で
自
己
有
用
感
が
向
上

全
国
学
力
調
査
に
つ
い

て
、
学
校
現
場
で
は
学
習
指

導
要
領
の
「
資
質
・
能
力
」

の
一
部
の
習
得
状
況
を
測
定

す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
る
。
学
校
は
「
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
」
「
個

別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
」
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
着
実
に

取
り
組
み
、
か
つ
そ
の
自
覚

も
あ
る
。
ま
た
、
「
主
体
的

・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は

家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景
や

学
力
に
関
係
な
く
す
べ
て
の

層
に
お
い
て
自
己
有
用
感

「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し

い
」
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ

ろ
が
あ
る
」
項
目
と
高
い
相

関
が
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

○
教
職
員
の
協
力
関
係
と

カ
リ
マ
ネ
で
格
差
克
服

小
中
と
も
格
差
克
服
に
成

功
し
て
い
る
学
校
は
特
定
の

取
組
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
複
数
の
取
組
の
相
乗
効

果
に
よ
る
も
の
だ
が
、
主
に

次
の
取
組
を
行
っ
て
い
た
。

▼
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

（
各
種
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

教
育
課
程
を
編
成
・
実
施
・

評
価
・
改
善
）
の
確
立

▼

「
学
び
合
い
」
を
重
視
し
た

学
習
活
動

▼
様
々
な
考
え

を
引
き
出
し
た
り
、
思
考
を

深
め
た
り
す
る
よ
う
な
発
問

や
指
導

さ
ら
に
格
差
克
服
に
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
学
校
と
上

が
っ
て
い
な
い
学
校
で
最
大

の
差
が
見
ら
れ
た
も
の
が

「
教
職
員
同
士
が
協
力
し
合

っ
て
い
る
」
点
だ
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地

域
人
材
・
資
産
の
活
用
と
教

科
等
横
断
的
な
視
点
に
よ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
よ

り
、
格
差
克
服
の
効
果
が
み

ら
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
が

単
独
の
担
当
者
任
せ
で
あ
る

場
合
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。中

学
校
で
は
言
語
活
動
の

充
実
に
よ
り
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
。
国
語
の
み
の
取
組

で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
各

教
科
及
び
道
徳
、
外
国
語
活

動
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
特
別
活
動
も
含
め
て
言

語
活
動
を
充
実
し
て
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
活
動
に
つ
な
げ
て
い

る
学
校
に
効
果
が
見
ら
れ

た
。

２‐３面 探究的な学びを充実
４‐５面 PTA・卒業記念品特集
６ 面 教育委員会対象セミナー東京 報告
７ 面 教育委員会・学校ニュース
８‐９面 学校給食・施設整備・栄養教諭
１０ 面【対談】NEXT GIGAの管理・運用

学
校
安
全
の
た
め
の
組
織

体
制
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
文
部
科
学
省
「
学
校
安
全

の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
（
渡
邉
正
樹
座
長
・
東

京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）
が

７
月
２６
日
、
第
２
回
会
議
を

開
催
。
「
学
校
安
全
を
推
進

す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
在

り
方
」（
中
間
ま
と
め
案
）に

向
け
、
学
校
外
か
ら
の
専
門

知
識
や
地
域
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
学
校
運
営
協

議
会
を
活
用
す
る
こ
と
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
同

時
に
研
修
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、「
中
核
を
担
う
教
職
員
」

が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
が
指

摘
さ
れ
た
。
報
告
書
は
今
年

度
中
に
ま
と
め
る
。

前
回
審
議
で
「
す
べ
て
の

学
校
安
全
を
学
校
だ
け
で
担

う
の
は
重
く
、
学
校
外
の
専

門
家
の
知
見
、
地
域
の
マ
ン

パ
ワ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
必
要
」
と
合
意
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
、

学
校
運
営
協
議
会
）
を
生
か

し
た
学
校
安
全
を
推
進
す
る

方
向
だ
。
今
回
は
「
教
職
員

に
は
異
動
が
あ
る
た
め
、
Ｃ

Ｓ
を
土
台
に
し
た
学
校
安
全

の
体
制
づ
く
り
は
有
意

義
」
、
「
Ｃ
Ｓ
が
未
設
置
の

学
校
・
地
域
で
は
、
今
回
の

学
校
安
全
組
織
体
制
づ
く
り

を
機
会
と
し
て
設
置
を
進
め

る
発
想
も
あ
る
」
な
ど
一
層

積
極
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。

管
理
職
の
誤
っ
た
認
識
の

た
め
現
場
を
指
導
し
た
教
職

員
が
叱
責
さ
れ
る
事
例
も
あ

り
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
た
め
に
校
長
の
学
校

安
全
研
修
が
必
要
」
と
指
摘

さ
れ
た
。「
中
間
ま
と
め
案
」

で
は
学
校
安
全
を
推
進
す
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
「
学

校
安
全
の
中
核
を
担
う
教
職

員
」
の
位
置
づ
け
を
提
言
。

教
育
委
員
会
は
そ
の
育
成
、

確
保
に
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
「
校
長
に
向
け
た

研
修
と
中
核
教
職
員
に
向
け

た
研
修
は
目
的
・
趣
旨
が
違

う
。
ま
っ
た
く
別
に
し
た
方

が
よ
い
」と
い
う
意
見
も
あ

っ
た
。

福
岡
県
の
苅
田
町
教
育
委

員
会
（
井
上
三
津
子
教
育

長
）
で
は
、
福
岡
県
教
育
委

員
会
の
研
究
指
定
を
受
け

て
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成

に
つ
い
て
３
年
間
研
究
を
進

め
て
き
た
。
ま
た
、
文
部
科

学
省
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

ス
ク
ー
ル
事
業
に
も
参
加
し

て
お
り
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
活

用
に
関
す
る
研
究
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

情
報
端
末
の
活
用
だ
け
で

な
く
、
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
育
成
を
中
心
に
し

て
、
実
践
研
究
を
推
進
し
て

い
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
中
学

校
区
単
位
で
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
地
域
全
体
で
、
新

た
な
学
び
の
姿
を
実
践
し
て

い
る
点
だ
。

中
学
校
区
の
学
校
間
で
ク

ラ
ウ
ド
を
活
用
し
な
が
ら
、

教
員
間
の
情
報
共
有
を
進
め

て
い
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で

の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し

て
、
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ル
を
発
揮
さ
せ
な
が
ら
創

造
的
な
学
習
に
発
展
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
新
津
中
学
校
で

は
、
風
力
発
電
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
て
、
ど
の
よ
う
な

形
状
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
ペ
ラ

が
効
率
よ
く
回
転
す
る
か
を

考
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
考
え
た
プ
ロ
ペ
ラ
や

そ
の
計
測
結
果
は
ク
ラ
ウ
ド

上
で
共
有
さ
れ
て
、
学
級
内

で
深
め
て
お
り
、
創
造
的
な

学
習
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
与
原
小
学
校
や
白
川

小
学
校
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上

で
共
同
編
集
し
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
の
調
査
結
果
や
考
察

を
皆
で
ま
と
め
て
い
く
活
動

が
日
常
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
取
組
は
、
ク
ラ

ウ
ド
上
で
学
校
間
の
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
子
供
た
ち
が
ク
ラ
ウ
ド

活
用
を
進
め
る
だ
け
で
な

く
、
中
学
校
区
の
教
員
間
で

も
情
報
共
有
が
進
ん
で
い

る
。
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格差を克服している学校のカリキュラム・マネジメント
中学校

・言語活動の重視
・PDCAサイクルの確立

・言語活動の重視
・PDCAサイクルの確立
・地域等外部資源・人材を
活用した指導計画を作成

当日発表資料より編集部作

小学校

・知識・技能の「活用」を
重視
・PDCAサイクルの確立
・教育目標を踏まえながら
各教科を連携して指導計
画を作成

・PDCAサイクルの確立
・地域等外部資源・人材を
活用した指導計画を作成

成果が
上がって
いる学校

校内格差を
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いる学校
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8

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
浸
透

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
浸
透

自
己
肯
定
感
や
格
差
の
解
消
に
効
果
「
格
差
」克
服
の
要
因
を
分
析

教
科
横
断
的
な
視
点
や

言
語
活
動
充
実
で
成
果

小
学
校
学
習
指
導
要
領
実
施
状
況
調
査

中学校区で情報共有しながら
学習を進めている

学
校
運
営
協
議
会
土
台
に

学
校
安
全
を
推
進

学
校
運
営
協
議
会
土
台
に

学
校
安
全
を
推
進

（１） ２０２４年（令和６年）８月１２日（月曜日）

「
生
成
Ａ
Ｉ
」学
校
活
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂

「
生
成
Ａ
Ｉ
」学
校
活
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂

利
活
用
推
奨
の
理
由
明
確
に

利
活
用
推
奨
の
理
由
明
確
に
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！
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